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華僑とモンゴル帝国史

学部 生 ：野中,羽田,山埜,田中,渡辺
大学院生 ：谷ケ崎,森,杉,森田,黒田,呉
修 了 生 ：光永
指導教員 ：金美徳,水盛涼一

第13期社会工学研究会
アジアダイナミズム班



2017年〜2021年 論文のテーマ
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「モンゴル帝国のユーラシア興隆史」 107ページ

2017

2018

2019

2020

「モンゴル帝国の興隆と衰退」 244ページ

「モンゴル帝国と朝鮮半島」84ページ

「パンデミックのユーラシア史とポストコロナ」118ページ

2021

「倭寇とモンゴル帝国史〜海洋の渡海民と大陸の遊牧民〜」106ページ



研究目的・方法
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✔ アジア班が目指す論文は、歴史の視点から現代・将来を展望する

✔ 文献研究とフィールドワークを中心に研究活動を行う

✔ 歴史的観点、国際関係論、経営組織論からも分析

✔ フィールドワークは社会情勢や訪問先の都合等も踏まえ計画

✔ 2021年はモンゴル以後と日本の国際関係の歴史研究を通じ、

倭寇とモンゴル帝国史～海洋の渡海民と大陸の遊牧民を取り上げた

※倭寇とは東アジア沿岸諸地域で14～16世紀頃に海賊行為と密貿易を行なう集団



2022年のテーマは華僑
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華僑とは
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狭義： 本人か先祖が中国出身であり、中国国籍を持つ在外中国人
広義： 中国出身で海外で暮らす人と、その子孫

様々な呼ばれ方：華僑、華人、華商、華裔、客家、プラナカン、Tang People

第1期 8〜16世紀
第2期 16〜19世紀半ば
第3期 19世紀半ば〜20世紀半ば
第4期 20世紀半ば〜1979年
第5期 1979年〜

交渉期
摩擦期
競合期
順応期
同化期（または吸収期）

華僑の歴史は1,300年



分布
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出典︓5秒でわかる日経新聞

世界にはおよそ
9,000万人の華僑が
存在していると言わ
れている。
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世紀 中国・モンゴル帝国 倭寇・海商・華僑 日本

8世紀〜
13世紀

705年 武則天失脚、唐の復活
755年 安史の乱
1271年 元 建国

847年 中国商人 張支信が日本へ来航
1223年 『高麗史』に倭寇の記事がはじめて
記載される

894年 遣唐使廃止
1274年 文永の役
1281年 弘安の役

14世紀 1305年 元が5つに分裂
1368年 明 建国
1383年 明で海禁政策開始

1358年 高麗では倭寇により財政が窮乏
1372年 琉球の中山王が明に朝貢
1392年 高麗滅亡、李成桂即位

1350年 倭寇が高麗の各地を襲
う（倭寇の活動が激化）

15世紀 (海賊、海商による非公認貿易の時代) 1419年 応永の外寇
1467年 応仁の乱

16世紀 1567年 明が海禁を緩和

17世紀 1644年 明が滅亡、満州族で
ある清(1616年建国)の時代へ

1624年 オランダが台湾を統治
1661年 鄭成功が台湾を統治

1639年 鎖国

18世紀 1740年 バダヴィアの華僑虐殺事件

19世紀 1848年 北米でゴールドラッシュ 1858年日米修好通商条約

20世紀 1911年 辛亥革命
1912年 清が滅亡、中華民国
誕生

1942年 シンガポール華僑粛清事件
1965年 9月30日事件

1910年 日韓併合
1972年 日中国交正常化

年表
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２．華僑ネットワーク
の歴史

・貿易、商人、人脈等

１．華僑コミュニティ
の歴史

・同化／異化 (P6)

アジア班_華僑研究 ーテーマ分類図ー
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３．華僑のコミュニティ

・チャイナタウン、FW

４．華僑のネットワーク

・華裔、富裕層、SNS等

▼華僑の影響力
-運動・制度
-文化、料理等

▼華僑の特色
-アイデンティティ
⁻宗教等

生活・家庭

インターナ
ショナル



モンゴル帝国・元

華僑・移住定住の歴史的背景と問題意識

１．現代華僑の初期生成・ルーツはモンゴル帝国（元）なのか（ポストモンゴル・現代迄の貿
易・移住の原型）

13～14世紀 15世紀 16世紀 17世紀～近・現代

明 明（末期） 清・中華民国・中華人民共和国

陸と海の東西広域ネットワーク 海禁・閉ざされた時代 1567年海禁解除・貿易認可 互市・広域交易

・本格的な移住者増加（元末）
・ベトナム、カンボジア、ジャワ、
スマトラ等の臨海地域に定住

・海禁により移住者が戻れず
・移住の規制

・東南アジアはじめ移住・定住
・華僑社会の生成

・1840年アヘン戦争
・大量移住の時代へ
・華僑のアイデンティティ
・中世～現代に続く華僑の故郷
（僑郷）・華南地域（広東・福建）

倭寇（海商）の台頭 倭寇が華僑に？

自由貿易 自由貿易朝貢貿易 統制・自由貿易

２．現代華僑・大中華圏とモンゴル帝国・倭寇の繋がり、継続性があるのか

３．中世～現代の歴史の時間軸で、華僑コミュニティ・華僑ネットワークはいかなるものか



１章 華僑コミュニティの歴史

10

華僑

現地コミュニティ
華僑

渡来

・中国から渡ってきた人々がなぜ、
現地コミュニティと完全
に同一化せず「華僑」と
なったのか

・華僑と各民族との融合、
文化(食・服装等)の融合
はどのように進んでいったのか

問題意識

同化・融合？
異化・差別化？

文化等の相互影響？



マイノ リティとは「少数者」・「少数派」を意味する。
https://www.adachi.ed.jp/adaoba-
j/pdf/hibinoyubuyaki/1814tubuyaki.pdf

18世紀末
西洋におこった世界資本主義システム
（産業資本主義システム）の流れ

地球上を東へ西へとその「流れ」は広がり続け東
アジアの海域に及ぶ

西洋人は19世紀に入ると西太平洋世界の1次産品

を西洋に輸出することで国際分業の網に組み入れ
た

優秀な資本力、広大な土地の支配を備えた西洋勢
力は、安い巨大な労働力として華僑とインド移民
を投入

その中で華僑は貧しい苦力のなかから出て、1~2
世代で商人となり、原住民や西洋人の力では及ば
ない流通機構というブランクの穴うめた

そこに打ち立てられた
植民地をベースに…

華僑の本質を知る「アイデンティティ」とは…

種族の経済

種族の連帯受け入れ社
会の敵視

ハーシュマンによる「第二次世界大戦後の東南アジア中国系民の
変容するアイデンティティ」

世界を視野に行動範囲を広げ・定着していった彼の「マインド」や商業的
海運業を 成功させたノウハウ・ナレッジはどのように醸成され
近代の華僑文化へ継承されていったのか。
～18世紀世界の産業システムの流れの仮説から～

2章



3章 現代社会の華僑コミュニティ

「郷幇(きょうぱん)」同じ出身
「業幇(ぎょうぱん)」同じ職

華僑 3世代目！！
コミュニティの変化

華僑のコミュニティ 「四縁」
地縁・血縁・業縁・学縁

利益社会

共同社会

フィールドワーク：西川口・横浜中華街

横浜中華街
商業的 社会

西川口 ＊市の指針により増加
日本人は高齢化・少子化
中国人は増加
「自然発生的なチャイナタウン」

西川口における華僑コミュニティの形成
（地域住民との関わりの時間・密度について）



研究目的・方法

134章



連絡、社交

Wechat
（ウィーチャット）

、
QQ

Twitter

ins

FACE BOOK

LINE

ショッピング 淘宝(タオバオ)

記事、情報共有、ライブコ
マース

抖音（Tik Tok）、
RED(小紅書)

AMAZON 楽天



年間スケジュール
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年間スケジュール
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フィールドワーク予定
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華僑研究の専門家への聞き取り等

・窪田 新一（日本モンゴル協会理事長 大正大学講師）

・川﨑 有三（防衛大学校 教授）
・中島 楽章（九州大学 教授）
・山田 賢 （千葉大学 副学長）
・瀬川 昌久（東北大学 教授）
チャイナタウン,中華街訪問
（西川口,横浜中華街,華商協会）



参考文献・論文 30件（現在）
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